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昭和 20年 １月 22日 朝鮮に生まれる

38年 ３月 熊本県立人吉高等学校卒業

38年 ４月 名古屋大学理学部入学

42年 ３月 名古屋大学理学部物理学科卒業

42年 ４月 名古屋大学大学院理学研究科地球科学専攻修士課程入学

47年 ６月 名古屋大学大学院理学研究科地球科学専攻博士課程中途退学

47年 ７月 名古屋大学理学部文部技官（教育職）

49年 ３月 京都大学理学部附属阿武山地震観測所助手

54年 ７月 京都大学理学部附属地震予知観測地域センター助手

平成 ２年 ６月 京都大学防災研究所附属地震予知研究センター助手

３年 11月 京都大学防災研究所附属地震予知研究センター助教授(上宝観測所)

15年 ５月 京都大学防災研究所教授（地震予知研究センター）

17年 ４月 京都大学防災研究所地震予知研究センター長(2年間)

昭和 54年 ７月 第21次南極地域観測隊員(昭和56年03月31日まで)

平成 ３年 ５月 日本地震学会評議員

８年 ５月 地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会西日本活断層分科会
(平成17年４月22日まで)

10年 ４月 核燃料サイクル開発機構客員研究員(平成18年03月31日まで)

11年 ９月 国立極地研究所専門委員会委員(平成15年９月29日まで)

12年 ８月 (財)地震予知総合研究振興会研究委員

14年 １月 財団法人砂防・地すべり技術センター焼岳火山噴火警戒避難対策専門委
員会委員(平成14年03月31日まで)

16年 10月 東京大学地震研究所大都市圏地殻構造調査研究運営委員会委員(平成19
年３月31日まで)

17年 ４月 国土交通省国土地理院地震予知連絡会委員(平成19年３月31日まで)　　

17年 ８月 (財)地震予知総合研究振興会深地層研究施設整備促進補助事業中間評価
委員(平成18年03月31日まで)

18年 ６月 東京大学地震研究所地震・火山噴火予知研究協議会委員(平成20年３月
31日まで)

19年 ４月 独立行政法人日本原子力研究開発機構客員研究員(平成19年03月32日ま
で)

　 　 　

　　　　（学歴・職歴）

伊　藤　潔　教　授　略　歴

　　　（学会・委員等歴）
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1968 大爆破の資料による近畿地方の地殻構造につ
いての一考察

大爆破グループ会報　26巻
pp.21-28

多田　堯・渡辺史郎・山内
常生・原　徹夫・大井田
徹・山田功夫・佐々木嘉三

1970 爆破観測用携帯型データレコーダーの試作 大爆破グループ会報　28巻
pp.50-59

多田　堯・青木治三

1970 岐阜県中部地震―1969年９月９日―の余震観
測

東京大学地震研究所彙報, 第
48巻, pp.1181-1194

青木治三・多田　堯・藤井
巌・山内常生・伊神　煇

1971 1969年９月９日岐阜県中部地震の余震活動， 地震２, 第24巻, pp.117-128 青木治三・多田　堯・藤井
巌・山内常生・伊神　煇

1971 中部地方の微小地震活動（Ⅰ），根尾谷断層
周辺の微小地震活動

地震２, 第24巻, pp.240-247. 大井田徹・山田功夫・多田
堯・杉山公造・佐々木嘉三

1972 1971年１月５日渥美半島沖地震とその前震お
よび余震

地震２, 第25巻, pp.178-186 大井田 徹

1972 焼岳における火山性地震の観測（第一報） 火山噴火予知研究班報告,
pp.53-58

飯田汲事・青木治三・大井
田　徹・多田堯・原 徹夫

1974 伊豆半島沖地震に伴なう天城山付近の地震活
動

地震予知連絡会報, 第12巻,
pp.63-66

梅田康弘・黒磯章夫・伊藤
潔・渡辺　晃

1974 1973年７月から10月の関東～東海地方の微小
地震活動

地震予知連絡会報, 第12巻,
pp.108-113

笠原順三・津村建四郎・伊
神　煇・山田功夫

1974 西南日本からの地震波の犬山における特徴 地震２, 第27巻, 225－238 伊神　煇

1974 近畿東部および中部地方における浅発地震の
発震機構

地震２, 第27巻, 246-261 大井田　徹

1975 京都周辺地域における最近の地震活動，琵琶
湖西岸地域の地震活動

地震予知連絡会報, 第14巻,
pp.86-89

平野　勇

1975 1975年１月阿蘇カルデラ北東部地震臨時観測
結果

1975年１月阿蘇群発地震の活

動と被害に関する調査報告,
pp.25-32

見野和夫・竹内文朗・岸本
兆方・梅田康弘・渡辺　晃

1976 琵琶湖周辺の地震活動について 防災研究所年報, 19号B-1,
pp.13-20

三木晴男・黒磯章夫・梅田
康弘・見野和夫・竹内文
朗・井元政二郎・渡辺邦
彦・平野憲雄

1977 Regionality of the Upper Mantle around
Notheastern Japan as derived from explosion
seismic observations and its seismological
implications

Tectonophysics. Vol.37,
pp.117-130

H.Okada, S.Suzuki, T.Moriya,
T.Hasagawa, K.Yamamoto,
S.Asano, T.Yoshii, A.Ikami,
K.Hamada

1977 琵琶湖周辺における極浅発地震の発震機構 地震２, 第30巻, pp.43-54 渡辺邦彦

1977 中部地方の深発地震の巣とその発震機構 地震２, 第30巻, pp.201-212 安中　正

1977 琵琶湖周辺の地震活動について（Ⅱ) 防災研究所年報, 20号B-1,
pp.21-28

琵琶湖周辺地震活動研究グ
ループ

1978 琵琶湖周辺の地殻活動・地震観測および地震
活動

２つの特定地域における地
震活動の研究, pp.65-76

三木晴男・見野和夫・黒磯
章夫・梅田康弘・渡辺邦
彦・竹内文朗・平野憲雄・
竹内文朗・井元政二郎

1978 花折断層ぞいの地震活動 ２つの特定地域における地
震活動の研究, pp.76-79

梅田康弘・平野　勇

1978 近畿地方北部の地殻構造 ２つの特定地域における地
震活動の研究, pp.79-87

村上寛史

伊　藤　　潔　　研　究　業　績

論　文
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1978 近畿地方の地震の発震機構 ２つの特定地域における地
震活動の研究, pp.94-100

渡辺邦彦・見野和夫

1979 小地震の前震余震分布 地震２, 第32巻, pp.317-327 黒磯章夫

1979 Crust and upper mantle structure beneath
northeastern Honshu, Japan as derived from
explosion seismic observations

J. Phys. Earth, Vol.27,  Suppl.,
pp.s1-s13

S. Asano,, H.Okada, T.Yoshii,
K.Yamamoto,
T.Hasegawa,S.Suzuki,
A.Ikami, K.Hamada

1979 Regionality of the upper mantle around
northeastern Japan as revealed by big explosions
at sea, Ⅰ.SEIHA-1 explosion experiment

J. Phys. Earth, Vol.27,  Suppl.,
pp.s15-s32

H. Okada, S.Asano, T.Yoshii,
A.Ikami, S.Suzuki,
T.Hasegawa, K.Yamoto,
K.Hamada

1979 Seismicity around Lake Biwa in Relation to the
Crustal Movement and Active Faults

PaleoLimnology of Lake Biwa
and the Japanese
Pleistocene,Vol.7,　pp.135-
152

Y.Umeda, I.Hirano

1979 The Crustal Structure in the Northern Part of
Kinki District

PaleoLimnology of Lake Biwa
and the Japanese
Pleistocene,Vol.7, pp.153-172

H.Murakami

1979 Mechanisms of Earthquake Generation in the
Kinki District

PaleoLimnology of Lake Biwa
and the Japanese
Pleistocene,Vol.7,　pp.173-
183

K.Watanabe, K.Mino

1981 Crustal Structure of South-western Honshu, Japan
and the nature of the Mohorovicic Discontinuity

Geophys. J. R. astr. Soc.,
Vol.66,　pp.157-168

M. Hashizume, T.Yoshii

1981 Regionality of the upper mantle around
northeastern Japan as revealed by big explosions
at sea, Ⅱ.SEIHA-2 and SEIHA-3 explosion
experiments

J. Phys. Earth, Vol.29, pp.201-
220.

T.Yoshii, H.Okada, S.Asano,
T.Hasegawa, A.Ikami,
T.Moriya, S.Suzuki,
K.Hamada

1981 人工地震 日本南極地域観測隊第21次
隊報告, pp.95-111.

伊神　煇・白石和行・片岡
信一・渋谷和雄

1981 南極における大規模人工地震探査 極地,第34巻, pp.12-18

1982 爆破地震動から求めた久重火山群の深部構
造，Time-Term法による

火山, 第27巻, pp.81-95 久保寺　章・村上寛史・三
浪俊夫

1982 Utilization of an NNSS Receiver in the explosion
seismic experiments on the Prince Olav coast, east
Antarctica, 2. Positioning

Antarctic Record, Vol.76,
pp.73-88

K.Shibuya,  K. Kaminuma

1982 爆破地震動観測による琵琶湖底の地下構造 地震２, 第35巻, pp.353-366 村上寛史・堀江正治・佐々
木嘉三・浅野周三・武内俊
昭・原　徹夫

1982 1975年３月坂出沖爆破地震動観測による四国
の地殻構造

地震２, 第35巻, pp.367-375 伊神　煇・佐々木嘉三・浅
野周三

1982 家島・鳥形山爆破地震動観測による四国地域
の地殻構造

地震２, 第35巻, pp.377-391 吉井敏剋・浅野周三・佐々
木嘉三・伊神　煇

1983 南極における人工地震観測の概要（続） 南極資料, 第79巻, pp.107-133 伊神　煇・渋谷和雄・神沼
克伊・片岡信一

1983 Ground tilt observation at Syowa Station,
Antsrctica, Part 1. Borehole tiltmeter

Mem. Natl Inst. Polar Res.
Spec. Issue Vo.28, pp.27-32

K.Kaminuma, T.Nagao

1983 On the flow velocity of the ice sheet along the
traverse route from Syowa to Mizuho Stations,
east Antarctica

Mem. Natl Inst. Polar
Res.,Spec. Issue No.28, pp.260-
276

K.Shibuya
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1983 Crustal structure of the Mizuho Plateau,
Antarctica revealed by explosion seismic
experiments

Antarctic Earth Science, ed. by
R.L.Oliver et al. Canberra,
Australian Academy of Science,
pp.509-513

A.Ikami, K.Shibuya
K.Kaminuma

1984 Upper Crustal Structure beneath the Ongul
Islands, east Antarctica

Mem. Natl Inst. Polar Res.,
Ser.C (Earth Sci.) No.15, pp.3-
12.

A.Ikami, K.Shibuya
K..Kaminuma

1984 Upper Crustal Structure of the Prince Olav Coast,
east Antarctica

Mem. Natl Inst. Polar Res.,
Ser.C (Earth Sci.) No.15,
pp.13-18

A.Ikami

1984 Deep crustal structure along the profile between
Syowa and Mizuho Stations, east Antacrtica

Mem. Natl Inst. Polar Res.,
Ser.C (Earth Sci.) No.15,
pp.19-28

A.Ikami, K.Shibuya
K.Kaminuma

1984 Amplitudes of seismic waves on ice sheet in east
Antarctica

Mem. Natl Inst. Polar Res.,
Ser.C (Earth Sci.) No.15,
pp.36-42.

A.Ikami

1984 Nature of noises on ice sheet in east Antarctica Mem. Natl Inst. Polar Res.,
Ser.C (Earth Sci.) No.15,
pp.43-49.

A.Ikami

1984 Velocities of P and S waves for drilling core rocks
at Syowa Station, Antarctica

Mem. Natl Inst. Polar
Res.,Spec. Issue Vo..33, pp.17-
27

H. Yukutake

1984 地震波のスペクトルスケーリング 地震２, 第37巻, pp.559-567 梅田康弘・飯尾能久・黒磯
章夫・村上寛史

1984 航空磁気測量による昭和基地とみずほ基地間
の磁気異常

南極資料, 第83巻, pp.51-61 渋谷和雄・神沼克伊・伊神
煇

1984 地震予知へのアプローチ SUT BULLETIN,　東京理科

大学出版会, pp.20-25.

1985 Geophysical studies of crustal structure of the
Ongul Islands and the northern Mizuho Plateau,
east Antarctica

Tectonophysics, Vol.114,
pp.371-387

A.Ikami, K.Shibuya,
K.Kaminuma

1985 1984年長野県西部地震で加速度が１ｇを越え
た領域の調査

1984年長野県西部地震の地

震および災害の総合調

査,P.89-96

飯尾能久・黒磯章夫・梅田
康弘

1985 1984年長野県西部地震の地変および大加速度
域の調査

防災研究所年報, No.28 B-
1, pp.171-184

黒磯章夫・飯尾能久・梅田
康弘・村松郁栄

1986 近畿地方における地震活動の変化，地震予知 きんき・けいはんしん No.9,
pp.11-18.

前田直樹

1986 1984年長野県西部地震による震央付近の大加
速度

地震２，第39巻,　pp.217-228 梅田康弘・黒磯章夫・飯尾
能久・佐伯龍男

1986 広帯域地震観測記録による1983年日本海中部
地震の特性

地震２，第39巻,　pp.301-311 梅田康弘・黒磯章夫・村上
寛史・飯尾能久

1986 1983年日本海中部地震の高周波余震と震源特
性

地震２，第39巻,　pp.419-430 黒磯章夫・梅田康弘・飯尾
能久・村上寛史

1986 Crustal structure in the Mizuho Plateau, east
Antarctic a by a two dimensional ray
approximation

J. Geodynamics, Vol.6, pp.271-
283

A.Ikami

1986 Crustal structure of the Mizuho Plateau , east
Antarctica from geophysical data

J. Geodynamics, Vol.6, pp.285-
296

A.Ikami
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1986 Micro filming of historical seismograms at
Abuyama Serismological Observatory

Grant-in-aid for scientific
research, the Ministery of
Education, Science and Culture,
Japan, pp.1-213

H.Miki,, H.Watanabe,
A.Kuroiso, Y.Umeda,  Y.Iio

1987 High accelerations produced by the Western
Nagano Prefecture, Japan earthquake of 1984

Tectonophysics,　Vol.141,
pp.335-343

Umeda,Y., A.Kuroiso, Y.Iio
and I.Mumamatu

1987 Upper-crustal velocity structure　between Morro
Bay and the San Joaquin Valley, California, as
derived from seismic refraction data

USGS　Open File Report, 87-
73, pp.9-11

1988 地震の深さの下限分布と地殻の熱構造および
大地震発生の関係

きんきけいはんしん,
pp.419-432

1988 マスター・イベント法による近畿地方北部に
おける微小地震の震源の精密決定と深さ分布

地震２，第41巻, pp.179-188 黒磯章夫

1988 地殻内の地震・無地震境界と大地震の発生お
よび活断層の生成

断層研究資料センタ-大陸地
殻のサイスモテクトニクス
資料集, pp.29-47

1988 四国の三波川帯 陸上ボーリング補地資料集
Ⅱ

坂野昇平・新正裕尚・高須
晃

1988 ＷＭ１０１によるＧＰＳ繰り返し測定の再現
性

日本測地学会誌，第34巻,
pp.1-222

薮田　豊・中川一郎・藤森
邦夫・藤原　智・中村佳重
郎・平原和朗・田中寅夫・
細　善信

1988 人工地震による地殻構造 月刊地球，Vol.10, pp.687-
693

伊神 煇・浅野周三・纐纈一
起・森谷武男・棚田俊収・
吉田和正・矢吹哲一郎・平
田　直

1988 1986年長野県西部合同地震観測　解析 長野県西部合同地震観測班
(技術編), pp.283-332

1989 地殻内の地震発生層の深さ分布と内陸大地震 月刊地球，Vol.11, pp.97-
104

1989 地震発生層の厚さと火山付近の群発地震・大
地震

月刊地球，Vol.11, pp.214-
218

1989 ＧＰＳ試験観測，半固定ＧＰＳ観測システム
と試験観測

京都大学防災研年報，第32
号, pp.83-92

平原和朗・田中寅夫・細
善信・林　泰一・薮田
豊・田部井隆雄・中村佳重
郎・綿田辰吾・藤森邦夫・
藤原　智・加藤照之・村田
一郎

1989 西南日本における地震発生層とテクトニクス, GPS研究会（GPSシンポジウ

ム1989）収録, pp.1-5.
1989 有馬－高槻構造線付近の重力測定 地震2, 第42巻, pp.485-495 村上寛史・中村佳重郎

1989 1986年長野県西部合同地震観測のデータにつ
いて

東京大学地震観測所彙報，
別冊，第6号, pp.1-160

1986年長野県西部合同地震
観測班

1990 西南日本における地震活動と地殻構造 月刊地球，Vol.12, pp.558-
561

1990 相模湾周辺におけるＧＰＳ観測（概論） 日本測地学会誌，第36巻,
pp.23-36

村田一郎・他

1990 近畿中北部におけるコーダ波の減衰特性 地震２，第43巻, pp.311-
320

金尾政紀

1990 Regional variations of cutoff-depth of seismicity
in the crust and their relation to heat flow and
large inland earthquakes

J.Phys.Earth, Vol.38, pp.223-
250

1990 西南日本のサイスモテクトニクス 地震２，第43巻, pp.555-569
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1990 ペネトレータの地球科学的応用 惑星科学，Vol.8, pp.10-14

1991 Changes of crustal strain and hot spring
temperature as related to volcanic eruptions

J. Phys. Earth,  Vol.39,  pp.231-
243

Y.Umeda, T.Asada

1991 地震・噴火に関連した歪みと温泉温度変化 月刊地球，Vol.13, pp.119-
123

梅田康弘・浅田照行

1991 Gravity anomaly map and inferred basement
structure in Osaka Plain, central Kinki, south-west
Japan

J. Geosci. Osaka City Univ.,
Vol.34, (Art.5), pp.103-117

K.Nakagawa,, K.Ryoki,
N.Muto, S.Nishimura

1991 南極人工地震観測用ペネトレーターの開発(1)
1989年度経過報告

南極資料，第35巻, pp.92-117 渋谷和雄・神沼克伊・水谷
仁・藤村彰夫・塚本茂樹・
山田功夫・金澤敏彦・高橋
政之・伊賀　章

1991 Attenuation of S waves and coda waves in the
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